上牧町の改革と市制の実現をめざして　　　　　　　第１６号　１９９９年７月
堀　内　英　樹
を支持する会

暑中お見舞い申し上げます

　　皆様いかがお過ごしでしょうか。

　　景気は底打ちかと伝えられていますが、世情は

　　まだまだ厳しいものがあります。

　　暑さはむしろこれからです。くれぐれもお体を

　　大切に、ここを乗り切って頂きますように。

６月議会のポイント

６月定例議会は、10日から25日まで16日間、町営墓地計画地裁判の

集中質疑のために１週間延長されました。一般質問の結果を含め、皆さ

んにぜひご報告申し上げたいポイントが、４点あります。

⑴介護保険制度は、来年４月にスタート　　　 →2ページ
◆介護保険導入の準備が進められている一方、制度の見直しや延期を

求める動きがありますが、杉田町長は「基本的に来年４月から実施

する」と明言しました。

◆介護保険を利用するための申請と要介護認定審査は、いよいよこの

　　10月から始まります。

◆町役場生き活き対策課による介護保険の地区説明会が始まりました。

　　参加して、分らないことや疑問に思うことを十分に聞いてください。

⑵もと町営墓地計画地で上牧町が訴えられた   →３ページ
◆裁判そのものは、訴えた墓石業者の取り下げで、一応決着しました。

◆この裁判を通じて、上牧町と墓石業者との“裏取引”が明らかにな

り、町の公共事業の進め方があらためて問われています。

⑶町の情報公開制度は、来年度中に実施　　  →３ページ
◆杉田町長の公約でもある情報公開制度は、「来年度中に実施する」

　と答弁がありました。懇話会もこれまで３回開かれています。

⑷議会の委員会日当は、今年度から廃止       →4ページ
◆議会費の旅費で93万円、予算の減額補正が行われました。

◆委員会日当は、３月議会の決議、５月議会の条例改正を経て、正式

に廃止されることになりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　議会議員　 eq \o\ad(堀内英樹,　　　　　　)
　呼びかけ：町公共事業の進め方、考え直してみませんか！

介護保険、来年４月スタート

来年度からの導入をまえに、各市町村でいま準備が進められています。他方で

は、制度の見直しや延期、保険料の徴収繰り延べ、家族介護への現金支給など、

様々な意見や要望が各方面から出されています。そこで一般質問では、介護保険

実施へ向けての上牧町の取り組みについて、重点的に取り上げました。

☆町長は「基本的に来年４月から実施する」と明言

政府は介護保険を市町村の事業としながら、介護報酬などの決定が遅れ、準備

に何かと支障があるのも事実です。しかし、住民の71.3%が“予定通り実施”

（日経新聞世論調査・6月15日掲載）を望んでいます。

介護を家族まかせではなく社会全体で支えることが、いま何よりも大切です。

上牧町は予定通り来年４月からの実施に向けて全力で取り組んで欲しいものです。

☆要介護認定の申請と審査は、10月から開始

介護保険導入へのこれからの日程はつぎの通りです。

　　　11年７〜８月　町内各地区で介護保険説明会開催（町生き活き対策課）

　　　　　  10〃　　要介護認定の申請（※）と審査判定の作業開始

　　　　    12〃　　介護保険関係の条例を議会で審議

　　　12年 ３月    介護保険関係の予算を議会で審議

　　　　　  ３〃末までに　保険証交付（65歳以上）

　　　　    ４〃　　介護保険の給付開始

· 介護保険を利用するためには、要介護認定が必要です。いよいよ10月から

　申請が始まりますが、この段階では保険証がなくても手続きができます。

☆上牧町の保険料は、高めになるのでは？

特に関心が高いのは、保険料がいくらになるかです。３月議会で「全国平均よ

り高めになる」と答弁があったことは、前号でお伝えしました。今回、上牧町で

の介護施設がとりわけ多いこととの関連で、その理由について質問しました。

一般的に“介護施設が多いと保険料が高くなる”ことは認めました。しかし、

政府の介護報酬基準がまだ明らかではないとして、具体的な金額については明言

を避け、おおむね3千円程度（65歳以上の標準額）になると答弁がありました。

☆現行の在宅介護サービスはどうなる？

「高齢者のための保健福祉・ガイドブック」（上牧町発行）があります。介護保

険では対象外の在宅サービス（給食、紙おむつ、寝具乾燥、理髪など）が、いま

は措置制度として行われています。来年度以降、どうするのか聞きました。

町の答弁は「在宅介護を重視し、いまのサービスは後退させない」とのことで、とうぜんの方針です。寝たきり防止や生きがい対策・保健事業などを含め、介護

保険制度の周辺施策をさらに拡充することが必要です。

呼びかけ：「介護保険」地区説明会、みんなで参加しよう！

もと町営墓地計画地裁判にみる

☆裁判は、墓石業者が上牧町を相手に「先買いした町営墓地用地（17,000㎡）を

約８億4,500万円で買い取れ」と求めたものです。５月31日に第１回口頭弁

論が行われたあと、6月18日に業者側が一方的に訴えを取り下げました。この

経緯については、裁判長や双方の弁護士も“理解に苦しむ”と言っています。

6月25日の集中質疑で、上牧町は「町の言い分が認められたので争わない」と

答弁し、裁判そのものは一応決着することになりました。

☆この裁判を通じて、上牧町と墓石業者との“裏取引”が明らかになりました。

平成7年9月に杉田町長（当時助役）が「覚書」に個人印で、故武安町長が「保

証書」に町長公印で署名していたのです。町は裁判と議会で公式に認めました。

なぜ“裏取引”なのでしょうか。町が議会に最初に諮ったのは平成8年9月、

その１年前に業者と内密に書面まで交わしていました。また、町土地開発公社

（公共用地の買収窓口）がありながら、業者に安く先買いさせていたのです。

☆奈良地裁葛城支部で裁判記録を閲覧し、第2回口頭弁論（6月22日）を傍聴

しました。“裏取引”の内容は、①町営墓地の用地先買いである、②仲介者が立

ち会って役場内で密談が行われた、③墓石業者に利益配分と販売権を与える、

④捲き石工事の専属を認めるなどです。

町民のための墓地事業だとは、とても言える内容ではありません。

◆この裁判を通じての問題点と今後の課題は、つぎの通りです。

①町の公共事業の進め方があらためて問われています。「すべて公務員は、全体

　の奉仕者であって、一部の奉仕者ではない。」（憲法第15条２項）

②墓地事業は、明らかに町民と議会を無視して事業が進められようとしました。

　私はこの事業には異論を唱え、結果的には議会の同意が得られませんでした。

③上牧町と墓地業者らとの間で、問題土地の境界確定協議（平成10年９月）

　が行われましたが、その内容はいまだに明らかにされていません。

④仮称・総合保健福祉センターの進入路（道路幅16ｍ）用地の南側半分が差し

　押さえ処分を受けており、工事に支障が予測されます。

情報公開制度は、来年度中に実施

☆情報公開についての杉田町長の公約は、「４年以内（平成12年度）に導入する」

でした。制度導入のための懇話会がすでに発足しており、最終的な実施時期に

ついて質問しましたところ、「来年度中に実施する」と答弁がありました。

・懇話会の審議・議事録の公開を求めましたが、諮問機関であり自由な意見を述べ

　られるように、との理由で断られました。

・情報公開制度には、①知る権利の明記、②議会・公社など実施機関、③対象となる

　文書の範囲、④請求費用の負担、⑤不服申し立て、⑥公文書の管理など、多くの

　内容と課題があります。懇話会の答申や議会での条例審議など、皆さんで

　注目してください。

議会あれこれ

☆委員会日当は、今年度から廃止

◆６月議会で平成11年度一般会計予算の第２回補正が審議されました。そのな

かで議会費の旅費が93万円減額されました。これは“委員会日当”と言われる

もので、議員が所属する委員会に出席した場合に、一日あたり５千円が支給され

てきたものです。ちなみに10年度の支給実績は、114万円でした。

◆この手当ては、本来の議員報酬とは別に平成8年４月に制度化されたものです。

３年度にわたって支給されてきましたが、今年３月議会で“住民の理解が得ら

れない”との理由で、廃止したいとの決議をしました。これを受けて、５月議会

で廃止するための条例改正が行われてきたのです。

◆“委員会日当”が制度化された時点では、弁当支給廃止の替わりと言うことで、

私も本会議で確かに賛成しました。そして、今年１月の「市民のこえ」で、委員

会の光景としてお伝えしました。各議員から“堀内は、当初に賛成しておきなが

ら、後で反対するとは？”などと、ずいぶん非難を受けました。私が廃止を提案

した理由は、3年前に比べて町の財政事情が急速に悪化したためです。県内37町

村のうち残すのはわずか12だけです。皆さんはどうのようにお考えでしょうか。

☆６月議会にみる
◆“注目の６月議会、傍聴しませんか！”とチラシなどで呼びかけましたところ、

多くの皆さんが傍聴席を埋めて頂きました。なかでも私の一般質問（６月16日

午前10時から）が一時中断され、木内議長から「ただいま傍聴席には、規則で

定員24人のところ40人が入場されておりますが、いかがいたしましょうか」と

議席に諮られる一幕があった程です。これからも皆さんで傍聴にきてください。

◆６月定例議会は会期16日間、本会議が５日、常任委員会が３日それぞれ開か

れました。議員の出席率は、実に98%（委員外議員の出席を除く）と、これまで

になく高いものでした。欠席は、延べ２人だけでした。（私の選挙公約ですので、

議員名を掲載させて頂きます。他意はありませんので悪しからず。）

　　６月15日　文教厚生委員会　石丸議員（かぜのため）

　　６月16日　一般質問　　　　杉田議員（私用のため）

	　 ６月議会のご報告をお届けしました。

　　介護保険制度は、これからが大切です。

　　ご質問、ご意見など、どんなことでもどうぞ。

　    電　　 話     eq \o\ad(32-0022,　　　　　)
　　  ファックス     eq \o\ad(33-2258,　　　　　)　　　議会議員　堀　内　英　樹
　　  電子メール     eq \o\ad(horiuti@lint.ne.jp,　　　　　　　　　　)　 上牧町桜ヶ丘１-18-１




　おことわり：古紙１００％の再生紙を使っております。少し読みづらいですが、ご理解ください。
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